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研究成果の概要（和文）：  
卵子や胚、中絶胎児など女性身体に由来する組織が、ますます研究や治療に利用されようとし

ている。女性身体の各種利用においては国家や産業、研究者や医療者の利益が優先され、女性

の痛みやリスクは軽視されがちであることが懸念される。医科学技術によって加速する女性身

体の資源化と女性保護について、卵子の利用に焦点を当てて考察した。日本政府の審議会資料

の分析とドナー女性の追跡調査論文の検討を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Women’s body parts such as egg, embryo, aborted fetus are more and more consumed for research 
and therapy. There is concern that in utilization of women’s body parts, interests of nation, industry, 
researchers and healthcare professionals are given priority over women’s pain and risk. Researcher 
focused on egg donation for research and therapy and explored exploitation of women’s body parts 
proceeded by medical technology and therefore women’s protection from it. This study conducted 
analyzing proceeding of government ethical committee in Japan and follow up studies of egg 
donors in USA.   
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１．研究開始当初の背景 
卵子や胚、中絶胎児など女性身体に由来す

る組織が、ますます研究や治療に利用されよ

うとしている。女性身体の各種利用において

は国家や産業、研究者や医療者の利益が優先

され、女性の痛みやリスクは軽視されがちで
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あることが懸念される。本研究では、医科学

技術によって加速する女性身体の資源化に

ついて、卵子の利用に焦点を当てて考察する

ことにした。 
 

(1)研究用卵子提供 
再生医学研究では、将来の産業利用を視野

に入れた国際的な特許競争が行われている。

例えば韓国のクローン胚研究は、国家的なプ

ロジェクト研究として展開され、後にねつ造

が明らかになった研究者によって売買や強

引な同意取得などにより二千個以上もの卵

子が浪費されたことは記憶に新しい。 
韓国での成功を受け、日本政府の審議会で

も、研究利用のための卵子をどのようにして

入手するかについて、議論が行われた。その

一つとして、体外受精を行う不妊治療施設で

は、女性の卵子を多数扱っていることから、

治療が成功し、廃棄することが決定した余剰

胚を再生医学研究に用いることが審議され

た。しかし一方では、不妊患者の卵子は質が

悪いと考えられたことから、健康な女性の卵

子が必要とされ、難病患者の家族女性からボ

ランティア提供を受けるという案が審議さ

れた。 
 

(2) 不妊治療における卵子提供 
不妊治療では、第三者から卵子提供を受け

て妊娠・出産することが、治療の一環として

行われている。卵子の老化に対して提供卵子

を用いた治療は有効であり、高齢女性でも出

産が可能になる。卵子提供は有償か無償か、

不妊カップルに対して匿名か非匿名かなど

で様々なタイプに分類することができる。 
日本では厚生労働省の指針によって、匿名

第三者から無償で提供を受けることが認め

られているが、この方法では実質的にドナー

を確保することは難しい。一方、米国では有

償・匿名で卵子提供が行われている。このこ

とから、学生や主婦などがローンや学費の支

払いのために卵子を提供する場合も少なく

ない。海外の経験から不妊治療における卵子

提供がどのような問題を含んでいるかを検

討する必要があると考えられる。 
  
 
２．研究の目的 

先端生命科学技術における女性身体の資
源化をめぐるポリティクスを明らかにし、女
性保護の方法について検討する。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 再生医学研究における未受精卵利用を

めぐるポリティクスについて、韓国の ES 細
胞ねつ造事件の文献的調査を行うとともに、
日本での研究用卵子提供をめぐる議論につ
いて、政府審議会資料の議事録を分析した。 
 
(2) 有償匿名で卵子提供を行っている米国
の医学・疫学論文から、卵子提供者の追跡調
査を検討した。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 研究用卵子提供について 

韓国のクローン胚研究では、研究者は韓 
国社会で熱狂的な支持を受けており、自発的
に卵子提供を申し出た女性も多数存在した
とされる。これらは、韓国の男尊女卑的な文
脈においては、女性たちにとって国家社会に
貢献し、自尊心を高めてくれる行為であると
考えられた。 
日本では、難病患者の家族女性からのボラ

ンティア提供が審議された。だが家族女性に
圧力がかかることが考えられたため、結局、
無償ボランティアによる提供は認められな
かった。しかしその議論の内容に関して、
様々な問題点を指摘することができる。例え
ば、ボランティアによる卵子提供は、生体肝
移植と比較して医学的リスクが低いという
主張がなされた。この主張には二つの問題点
がある。ひとつめは、研究と治療を混同して
いることである。ふたつめは、恣意的な比較
参照軸の設定が見られることである。このよ
うに、提供の当事者となる女性の権利擁護や
提供者保護の観点から見て、問題となりうる
議論が散見された。こうした審議会の場に卵
子提供の当事者の権利擁護ができる人間が
必要であると考えられた。 
 
 
(2) 不妊治療における卵子提供について 

卵子提供者の追跡調査においては、ほとん

どの研究で、米国の卵子ドナーの大多数が、

卵子提供に満足しているという結果が得ら

れた。しかし、それらの研究は、回収率が低

く(50%未満)、選択バイアスがかかっている

と考えられた。また、繰り返し提供者も少な

からず含まれていること、ドナー候補者は心

理検査や面接等により予めセレクションさ

れていることなどから、満足度が高い対象者

に偏りが生じている可能性が指摘できた。今

後、出産年齢の高齢化が進むにつれて、提供

卵子による治療はますます増えていく可能

性がある。海外のエビデンスの検証から、卵

子ドナー女性の権利擁護や保護について、リ

スクを過小評価することなく検討していく

必要性があることが示唆された。 
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